








要約:学童における不慮の損傷事故を減少させる方策として「はだし教育」の実践が有効と

考えられるか否かの検討を「はだし教育」実践校と非実践校の比較から行ない,体格・運動

能力・直立能力の各項目に関して有意な結果が得られた。このことにより,「はだし教育」

によって事故の発生率を下げることができるであろうと推察された。 


